
（別紙３）

～ 令和7年11月30日

（対象者数） 41 （回答者数）
31

～ 令和7年11月30日

（対象者数） 10 （回答者数）
10

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
定員10名のところ職員を5名以上配置し、 子どもたち

の安心、安全にも配慮いたします。

2
子どもたちや保護者様からも希望を伺い、満足度の高

い活動 を目指して参ります

3
事業所の療育が実生活や、学校で実践できるような内

容を 充実させていきたいと考えております。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

子どもたちがいる時は、できる限り職員が1人以上居る

ようにしています。

また各部屋に防犯カメラを設置しています。

2
事業所や地域の広場でバザー等の催しものを開催し、

交流の場を広げていきたいと考えております。

3
ボール遊びは難しいが室内で身体を動かす遊びはたくさん取

り入れています。

事業所の療育室が3部屋に分かれています。
遊戯室、多目的室、学習室と個室になっており、 子どもたち

の状況に合わせた支援が可能です。

活動内容が充実しています。

月一回支援プログラムを職員で集まり会議を行っています。

また活動種別毎に担当を決めており、定期的に担当を変更する

ことにより、子どもたちに飽きのこない活動を提案し、 スキ

ルアップに繋げています。 また、保護者懇談会、親子遠足、

療育参観など保護者様が参加できる活動も充実しています。

様々なSSTの活動を行っております。

小学校1年生～高校3年生まで通われていますので、 学年に配

慮しながら 3 様々なSSTの活動を行っております。 ・パーソ

ナルスペース ・絵カードロールプレイング ・危機管理 。会話

のキャッチボール 様々なSSTを行っております

ボール遊びなど十分なスペースを必要とする運動は行いにくい

環境です。
建物の構造上ボールの投げ合い等は難しいです。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

見渡しにくい構造となっています。
部屋が3つあるため一室ごとの面積が小さく、視認しづらい場

所が生じています。

地域の方(こども、大人)との交流が少ないです。
その領域へのアポイントを積極的にとってこなかったのが 要

因です。

令和7年11月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和８年　２月　１５日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 はっぴい西宮北口

○保護者評価実施期間
令和7年11月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


